
※大崎市は自主財源確保のために有料広告を掲載しています。

今月の表紙

①あふれんばかりのトマトを収

穫し思わず笑顔がこぼれます

②交流会では、同じ出身地同士

の人が集まり懇親を深めました

③災害公営住宅古川駅前大通住

宅の鍵を入居者代表へ引き渡し

ました　④古川東町子ども会に

よる太鼓の演奏で歓迎しました

⑤芋煮汁と炊き込みご飯で体も

心もほっこり温まりました

　10 月 25 日、鹿島台地域で第 3回避難者交流会

が開催されました。この催しは、東日本大震災に

より市内へ避難している皆さんを対象に、生涯学

習事業を通じて各地域の特色を知ってもらいなが

ら、同じ境遇の人同士が交流できる場として開催

しているもので、これまでに田尻地域と鳴子温泉

地域で開催してきました。

　今回は、鹿島台地域のデリシャスファーム株式

会社で、トマトのジャムづくりや収穫体験、松山

地域の松山ふるさと歴史館や松山酒ミュージアム

の見学などが行われました。参加した皆さんは、

新しい生活圏での充実した暮らしのため、前向き

に大崎市を知ろうとしています。

　また、11 月 1 日には、災害公営住宅古川駅前

大通住宅の落成式が行われ入居が始まりました。

式典の後は、古川東町東興会と古川東町行政区の

皆さんが、敷地内に建てられた集会所で、入居す

る皆さんの歓迎会を行いました。町内会の料理上

手なお母さんたちが用意した、温かい芋煮汁と炊

き込みごはんを食べながら、入居者と町内会の皆

さんが交流を深めました。

　現在、市内 6 カ所に災害公営住宅を整備して

おり、そのうち 3 カ所が完了し入居が始まって

います。入居する皆さんの新たな生活を、地区の

皆さんが温かく迎え入れ、お互いが協力していく

ことで、新しい地区コミュニティが形成されてい

くこととなります。
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表紙の写真　大崎市の魅力を体験、トマトでジャムづくり（第 3回避難者交流会・鹿島台地域）
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